




































































鳶魚は『諸国安見回文之図』 ・ 『東海道袖の玉鉾』 ・ 『東海道巡覧記』 ・ 『岐



















を「案内書」と規定し、案内書は交通史研究上貴重な資料となるべきものと指摘している。道中記そのものについては、形態及び内容によ 分類を行っている。形態は竪又は横綴本 冊子、折本 一枚刷の四種 分類し、内容につ ては次の二つに分類 い（一）旅行用に携帯する他に、座右に備えて置くことも考えて作られ
たる地理学的な文献の性質のあるもの。




















近世と現代では出版物の持つ意味 大きく異なっていた筈である。旅から帰ったからといって案内書を簡単に処分 とは考えられない。各地の旧家調査を行う 、しばしば旅行案内書や旅中無料配付 たと思われる刷物がよく残されていることがある。これは旅 記念であり家族や子孫が旅に行く時の参考のために保存したものである。旅行案内書を保存しておくということは近世だけではなく、昭和二～三〇年代ま
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書というより、目的の場所で購入したり無料配付されるもので、旅行の記念或は土産としての性格が強 。また特定の温泉地等を案内したものなどは原則 して④に属するものであるが、温泉旅行の隆盛 みる時、特定の温泉についても③で取上げるべきだろう。　
以上のように分類を試みたが、①はどちらかというと目的 に達する















せず『日本道中名所尽』としたのは慎重を期してのことであろう。　『日本道中名所尽』の内容はまず須弥山図が掲げられ、続いて月の満ち欠け図、そして昼夜の長短を知るために、二四節気 日月 長短 日の出・日の入りが二ウから一三ウまで記されている。本文には江戸から
114
国立歴史民俗博物館研究報告













































































『東海名所記』の依拠本として明暦三年の『道中記』を挙げ、 『東海道名所記』に付した注においても頻繁に明暦三年の『道中記』を引用しているが、朝倉 よれば使用し 『道中記』は明暦三年三月、江戸日本橋一丁目本屋太郎右衛門刊行、絵入、句入りの竪小本、九二丁本であ 朝倉が引用した『道中記』は朝倉所蔵のものな かどうかは明記していないが、木村捨三が首尾を欠いた入木後印本を所蔵、岡山大学に完本とみられるもの 所蔵されている。　
明暦三年の『道中記』については今井自身（筆者も）原本を実見して
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旧跡が詳しく記されている。旅人にとって関心事である外郎・小田原石・夢想枕・足駄などの名物・名産の記事が挿入されている。このうち小田原石については明暦三年版にも記されているが、江戸の「水道」に利用すると増補版では詳しく記されている。また「かさまつり」 （風祭）項では『道中記』には「左に松山有」とあり、 『増補 道中記』には「左にすき有」とある。　












の「松山」と「すき山」について述べたが、 『諸国安見回文之絵図』には「かさまつり、左に松 有、其上に杉の林」とあり、どうやら『増補江戸道中記』の杉山は誤写のようである。 『諸国安見回文之絵図』に「其上に杉の林」とあるのを見て間違えたのであろうか。　『増補江戸道中記』も『諸国安見回文之絵図』も藩主の記載があり、小田原は『諸国安見回文之絵図』に城があり、藩主は大久保加賀守とあるが、 『増補江戸道中記』 にはその記載はない。入れ忘れ のであろうか。一方名物については『増補江戸道中記』のほう 詳しい。　結論として今井は明暦三年版『道中記』を増補して延宝三年に『増補




別の系統のものになってしまうが、 『道中記』を増補したものが江戸道中記』ということであろう。いずれの系統を引くか どちら 先
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きかはこれくらいにしておこう。ここで重要なことは延宝期にこのような道中記が出版されたということである。　『増補江戸道中記』 と 『諸国安見回文之絵図』 の文は酷似しているため、その本文をもとに甲乙は付け難いが、 『諸国安見回文之絵図』は竪冊で上段に文、下段に東海道の絵地図が刷られた画期的なものであった。絵地図については今井はその解説の中で、
浮世絵研究家・鈴木重三氏と話し合った結果、 「浮世絵版画の開祖として知られた菱川師宣に間違いないだろう。一応、伝師宣としておいたらどうか」という結論 なった。
ということで今井は絵図を伝師宣としている。これまでの道中記にも挿画はあるが、それは実用的なも ではなかった。これに対し『諸国安見回文之絵図』の絵図は江戸から京まで連続するも で、その内容は名所旧跡の案内を中心としたものだが、河川と橋 詳しく描か ている。時折り街道を往く旅人が描かれている その人物の描写は遠近道印・菱川師宣作元禄三年刊の『東海道分間絵図』に描かれた人物 似ているようでもある。 『東海道分間絵図』は道中記を含む東海道絵図 大きな影響を与えたものと考えられてい ここではこの程度に留めておく。　
明暦元年あるいはそれ以前に刊行されたとみられる中山道の道中記























までの旅人の生涯 思出草は、都登りと江戸見物であって、それ故に幾つか 通俗なる案内記が、相継いで出版せられて居る。其卑近と低調とが漸く倦まれ一方には地理と歴史が少しづゝ精確を加へ来て、注意は次第に道途田園の事物に向けられるやうになっ 来たのである。
　
と述べているが、 柳田の指摘について板坂は「いわゆる従来の主情的、
詠嘆的な紀行ではなく、知的な情報伝達を主とした近世紀 の基礎 築いたとする指摘は早く柳田国男によって行われた。 」と評価してい 。しかし柳田の適切な指摘にもかかわらず、 「近世紀行全体の把握 評価
118
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益軒の主要な紀行文である 『東路記』 は貞享二年 （一六八五） 八月に、 『己
巳紀行』は元禄二年（一六八九）八月に成立している。両書と刊行された紀行文との関係については、 板坂が図表化しており、 それによ と『岐蘇路記』 ・ 『日光名勝記』 ・ 『吾嬬路記』は『東路記』を とに編集 、 『岐蘇路記』は正徳三年（一七一三） 、 『日光名勝 同四年 『吾嬬路記』は享保六年（一七二一）に出版されている。　『諸州巡覧記』は『己巳紀行』をもとに、 『続諸州巡覧記』は『己巳紀行』と『東路記』をもとに編集され、両書とも正徳三年に出版されている。　以上の出版物のうち『吾嬬路記』が刊行されたのは益軒歿後のことで
あり、内題脇の注 によれば貝原益軒 山崎闇斎門下の谷重遠の旅の記録をもとに編集したという。紀行文出版に際し、益軒と柳枝軒の間にどれ程の話合いがあったかは不明であるが、 『吾嬬路記』は全く柳枝軒の意図によって出版されたものである そのためここで 『岐蘇路記』についてみてみよう。
　『岐蘇路記』は上下からなり、上は江戸から上松の手前迄、下は上松から京迄で、巻末には「木曽街道宿付」として次宿迄の距離と駄賃の一覧が掲げてある。　次に本文の中から高崎宿の項を摘出しておこう。
高崎より板鼻へ一里三十町高崎の町家千軒ばかり、左の方間部越前守殿城あり、高崎の辺より信濃の浅間の嶽よくみゆる 高崎の南に高き岡あり、是によって高崎と号するならん、其岡の後に館と云村有、烟草を多く作る たてたばこ て当世の名物也、高崎の辺にも烟草多く作る、
　
筆者は国文学を専攻しているわけではないので、紀行について確たる








































































































を境に識字率に大きな変化が生じたようである。勿論識字率の問題だけではなく、日記を書く必要が生じてき かもしれないこと、旅 記録を多くの人々が残したいという欲求を持つよう ったのではないかいうことを考慮しなければならない。（四） 絵図形式の道中記　
街道の絵図は貞享二年頃刊『諸国安見回文之絵図』 、 正徳元年頃刊『木
曽懐宝道中鑑』に既に取り入れられている。 『諸国安見回文之絵図』は上段に文章、下段に東海道の絵図が配され、 『木曽懐宝道中鑑』は上段に中山道の絵図 文章が配されているが、あくまでも文章が中心であり、絵図は従である。絵図は眺めて楽しむものとみられ 。正徳年頃刊『東海道懐宝道中記』は『木曽懐宝道中鑑』と対をなすものであ
り、内容に大きな違いはない。　
絵図の精度は別にして、正徳期に絵図入道中記が出版されたが、その












　『東海道分間絵図』の地図としての正確さ、絵画としての質の高さは広く知られるところであるが、本絵図は全五冊折本仕立で、その法量は国立国会図書館本では竪二八㎝、横一六，五㎝、総延長三五，九ｍ も及ぶもので、とても旅中携行 き うなものではな 、その形態からみて机上で見て楽しむ の あった。　この『東海道分間絵図』をもとにして出版されたものが『新板東海道
分間絵図』であるが、本絵図は竪一二．四㎝、横九㎝程の折本仕立で総延長一一．四一ｍ程というサイズであるため、容易に懐中できるものであった。 『東海道分間絵図』に較べると精度 かなり落ちるが、縮尺凡そ三万六千分の一の縮尺であり、その凡例には次のように記されている。
一遠近道印作の分間絵図年を経て道の付替りたる所多し、故 今改正
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象としたこと、さらに幕府が江戸に開かれて以降、何事につけても江戸が中心になっていること 対するある種の抵抗ともいえる。これに対し本書の場合、中山道だけが京都を起点としているのは、東から西への旅人の多く 往路は東海 を、復路は中山道を歩 たからであろう　
明暦期に道中記の基本ともなる内容を有した東海道・中山道の道中記






集中的に優れた絵図形式の道中記が出版されたが、それ以降これらの道中記を越えるものが作られることはなかった。それは旅 大衆化により安価で手軽な道中記が求め ように ったからであり 文章による道中記もまた同様であった。幕末に至り五雲亭（玉蘭斎）貞秀 鳥瞰図『 〈東海道写真〉五十三駅勝景』が出版されたが、気軽に懐中できるものではなかった。その め一七五〇～六〇年代にかけて出版された絵図形式の道中記、特に『新板東海道分間絵図』などは幕末に至るまで利用されたよう ある。
（五） 道中記の普及　
一八〇〇年代に入ると道中記の出版は一気に増加した。その要因を特



































































































































































































































































































して各地の書肆が列挙されている。当然 「……持主御名前左ニ相記申候、以上、 」の文言は記されていない。　『東講商人鑑』 ・ 『五海道中細見独案内』出版から四年後の安政六年、東講は『東講定宿帳』を出版している
（筆者蔵）
。 『五海道中細見独案内』
に較べると簡便なもので、若干街道の模式図は挿入されているものの、基本的には宿名と定宿を列記したものである。 『五海道中細見独案内』を利用すればよいものを 新たに費用をかけて作ったわけである。その理由 ここでは検討しないが な道中記を出版した理由の一つに東講未加入者が何らかの方法で東講中と詐称 て定宿を利用するようになったため、それを防止す ためであったら い。道中記には次のように記されている。







































































































































































































なら私鉄関係者は民間人ということになるが―二冊の沿線案内を著した桜井純一は『東海道鉄道遊賞旅行案内』 「本書発行事由附言」によると、 「又余は職ニ日本鉄道株式会社ニ従フモノナルヲ以テ」とあるように日本鉄道株式会社社員であった。さらに附言によれば桜井は明治二五年友人某 全国の鉄道案内を計画し、とり えず友人は日本鉄道、桜井は東海道を分担するも、友人は激務のため執筆でき 、東海道を先 出版することになってしまった。日本鉄 社員としては東海 を先に出版することに抵抗があ たようだが、 については他日を期したいと書いている。本書 は鉄道局長松本荘一が題字を、日本鉄道社長の小野義真が序文を寄せている。そして桜井 他日 期して出版したものが
『日本鉄道案内記』であるが、上司らの序文等は無い。
　

































代になると再びハードというか詳細な内容になってしまっている。それは旅行案内書に限らず多くの事象は草創期、導入期には特定階級に位置するものが享受し、時を経て大衆化するにつれ 製作者側 大衆の要求に応え ため安価なもの、 簡略化されたものを製作していくようになる。　
近世を通じて道中記という旅行案内書は出版され続けてきたが、鉄道
の導入により旅行案内書、特に旅程に関する案内書は仕切り直しになったわけである。鉄道旅行の草創期、沿線案内書も又草創 時 であったということ そのため草創期の沿線案内の著者たち 旅客が何を求めて るかをつかみ切れていないため、一方通行であり、詳細な内容、百科全書的内容になってしまったのであり、先 列挙したような沿線案内は特定な階層が求めたのである。　
沿線案内のほとんどは判型もハンディなものではあるが、その 容か
らみて旅行に携行するというより旅行に出る前に読む あるい 読んで知識を得るためものであった。 ような沿線案内を入手す ような階層は多くの知識を欲したのであり、沿線案内は読みやすい地誌書であった。　
近世前期あるいは一七〇〇年代頃までの道中記及び道中記の著者はス
















































































あり、 特に花袋 『日本一周』 は花袋の旅の記録・紀行文によっており、 『日本一周』という紀行文集と見ることもできる。しかし東海道線のうち書
131
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厚さが四㎝もあり、 弾丸でも入れるような頑丈な紙製 箱に入っている。本書は旅行業者や旅館等、旅行施設に備えられたも あろう。　
本稿では特に取り上げなかったが、折本仕様等の簡便な鉄道路線図、









































































































































































































































































案内を出版し続けなければなら かったであろうし、格調の高い鉄道沿線案内の刊行は国鉄のプライドでもあったろう。民間における鉄道沿線案内刊行の減少については先に述べたが、国鉄が常に格調の高い鉄道沿線案内を し続けてきたため、民間の出版社が同じようなも を出す必要がなかったことを付け加え おく必要があるだろう。　
国鉄も鉄道沿線案内の刊行を続ける一方、旅客のニーズに合わせた案




























































































































































































While the study of the history of travel is diversified, that of travel guidebooks has stagnated, despite the 
existence of basic historical materials. This article classifies travel guidebooks and describes their formation and 
transformation. This article defines the transfer on foot in the early modern period, midway through the Meiji 
Period as walking, the transfer via transportation in the same period as traveling, and both of them together as 
traveling.
Travel guidebooks may be classified in terms of （1） the guide of the itinerary, （2） the local guide, （3） the 
guide by subject, and （4） the pinpoint guide. This article deals with the travel guidebooks of （1）. The guide of 
the itinerary provides information on Kaido （highways） and railway lines, and the early modern guidebooks of 
this type were called Dochuki travel diaries.
In Japan, Dochuki travel diaries were first published around the Meireki Period, and their form had been 
established and fixed by the Enpo Period. Various Dochuki travel diaries were published in the 1700s, including 
those with illustrations alone. However, they seem unlikely to have become widespread, due to the low literacy 
rate and high prices. Dochuki travel diaries became popular after being published by lodging associations such as 
the Naniwa-ko group, etc.
When the Tokaido Line was inaugurated in Meiji 22 in the modern period, the Dochuki travel diaries 
disappeared. Private publishers started publishing railway guidebooks in the late Meiji 20s, although they 
decreased dramatically in the Taisho Period.
Japanese National Railways published a railway guidebook in Meiji 38, which they continued to release almost 
every year since Meiji 42 until the end of the Taisho Period. It published a total of eight classic “Japan Guide” 
books since Showa 4.
The railway guidebooks by private companies decreased in the Taisho Period because of diversification. 
During the early modern period, people traveled to visit shrines and temples such as pilgrimages to Ise Shrine, 
but the travel itself was also part of the enjoyment, including the actual journey. In the modern period, however, 
this process has disappeared, and traveling has simply become a transfer from one point to another. The aim of 
traveling became diversified following the development of railways and buses, and a number of guidebooks by 
region or subject were published. With this background in mind, guidebooks on itinerary disappeared.
Key words: guidebook of Tokugawa government, guidebook along on a railway line, walking tour, railway, naniwa-
ko group
Formation and Development of Travel Guidebooks
YAMAMOTO Mitsumasa 
Bulletin of National Museum of Japanese History
Vol.155 March 2010
